
 

 

 

  

  

  

 

欅 成田市立中台中学校 学校だより 

令和７年６月３日（火） Vol.０4 

「よく学び、よく働き、よくあいさつする生徒」 

「互いを理解し、仲間も自分も大切にする生徒」 

「豊かな感性と、しなやかな心をもつ生徒」 

学校教育目標 『自ら学び、豊かな心をもち、たくましく生きる生徒の育成』 

【ホームページへ】 

～けやき～ 

 この体育祭スローガンは、全生徒（学級）からの意見を募り、体育祭実行委員が話し合いで決

めました。Plus Ultra には「さらに向こうへ」という意味があるそうで、体育祭期間は全校が紅

白に分かれて戦うわけですが、お互いに全力を出し切った、その向こう側には「友情を超えての

絆」が生まれてほしいという願いが込められていました。まさしく閉会式では、その光景が見ら

れ、教職員だけでなく、感動した保護者もおられたのではないでしょうか。 

前後しますが、５月３０日（金）は残念ながら雨のため順延となりました。６月２日（月）に

行われた体育祭は、３年生を中心に各団の力を十分発揮し、素晴らしい体育祭となりました。仲

間と共に助け合いながら、思いやりの心をもち、どの生徒もよい表情で参加していました。勝利

を目指して正々堂々と最後まで競い合う姿、各団の気持ちが一つになった応援合戦！生徒たちの

体育祭を成功させようという思いが存分に感じられました。長縄のクラス対抗での競い合い、学

級の団結力が養われたことと思います。 

解団式では、３年生応援団が１、２年生に感謝の思いを語っていました。こうした思いが引き

継がれ、よき伝統が生まれてくるのだと思います。中学校生活において、３年生は「模範とな

る」、２年生は「継承する」、１年生は「吸収する」ことを目標としてほしいと思います。体育

祭を創り上げるために経験したこの思いを、是非、今後の学校生活へ活かしてほしいと期待して

います。 

保護者の皆様、そして地域の皆様には、温かな声援、応援をいただきありがとうございまし

た。引き続きご理解とご協力をいただきますように、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

校長 松本 浩路 

成 績 発 表 
応援賞 紅組      総合優勝 白組  

得点 紅組 ６３５点 白組 ６７１点 
長        縄  １年 紅組  ２年  白組  ３年 紅組 
色別対抗リレー  １位 白組  ２位 紅組 
 

 
＜ 作 情報文芸部 ＞ 

令和７年度 体育祭スローガン 

Plus Ultra(プルス ウルトラ)  ～ 友情を超えて絆へ ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜日 予定 日 曜日 予定 

1 日  16 月 
プール開始 テスト前諸活

動停止 学習支援① 

2 月 体育祭 17 火 学習支援② 

3 火  18 水 学習支援③ 

4 水 薬物乱用防止教室③④ 19 木 
第１回定期テスト① 

ＰＴＡ登校指導 

5 木 生徒委員会 20 金 

第１回定期テスト② 

臨時歌声委員会① 

体力テスト未実施者測定 

6 金 生徒評議会 21 土  

7 土  22 日  

8 日  23 月 職員会議 一斉下校 

9 月  24 火 壮行会リハーサル 

10 火 学級優先日 尿検査二次② 25 水 
部活動壮行会  

卒業アルバム撮影 

11 水  26 木 生徒委員会 

12 木 情報モラル教室 27 金 臨時歌声委員会②一斉下校 

13 金 ３年実力テスト② 28 土  

14 土  29 日  

15 日 県民の日 30 月 ３年三者面談① 

「子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰」受賞 

「図書便り第 5号」でもお伝えしましたが、令和４・５年度の研究や日頃の実践

が認められ、文部科学大臣表彰を受賞しました。中台中の生徒は、本を借りて読

むという一般的な読書活動はもちろんのこと、ビブリオバトルをはじめとする授業での

活用にも積極的に取り組み、何よりも「本が大好き」という人がたくさんいます。日常

的に本に触れることで、知識を得られるだけではなく、生き方・考え方を問い直した

り、新しい自分に出会ったりと、大きな発見・感動に出会うことができます。 

 若者の（というよりは現代人の）読書離れが 

叫ばれて久しいですが、実は最近の調査では 

小中学生の読書量は増加傾向にあるとのこと 

です。時間に追われるネットや SNSへの対応に 

疲れ、自分のペースで進めることのできる読書 

に安らぎを見出しているのかもしれません。 

 中台中では、今後も読書活動を大切にして 

いきます。 


